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１　施設の概要

19 年

人 人 人

２　観点ごとの評価

管理運営状況等評価票

施　設　名 秋田県自然体験活動センター（あきた白神体験センター）
指定管理者 八峰町長　森田　新一郎
作　成　者 山内　章 作成日 令和3年5月21日

教育庁                             生涯学習 社会教育・読書推進
社会教育主事 田口　圭 018-860-5184

設置年 平成 営業期間・時間 年中無休（年末年始除く）　　受付時間　8時30分～17時15分

直近３年の年間利用者数 H30 8,533 R1 7,290 R2 3,361
直近３年の年間料金収入 H30 12,676 千円 R1 11,302 千円 R2 2,949 千円
直近５年の収支決算（単位：千円） H28 H29 H30 R1 R2

収入計 15,361 18,536 15,848 14,457 6,574
(内訳)利用料収入 15,361 15,479 12,791 11,302 2,949
　　　指定管理料 3,057 3,057 3,057 3,575
　　　その他収入 98 50

支出計 39,192 36,317 38,560 44,941 36,793
(内訳)人件費 14,571 13,708 17,846 31,414 24,982
　　　人件費以外 24,621 22,609 20,714 13,527 11,811

差　引 -23,831 -17,781 -22,712 -30,484 -30,219

（観点Ⅰ）利用目標の達成状況

利用目標指標名 宿泊利用者数 定義 宿泊した利用者の総数

R1 R2 R2-R1 R3
目　　　標 3,960 3,500 ▲ 460 2,500
実　　　績 3,677 520 ▲ 3,157
達　成　率 92.9% 14.9%

利用者
数

46.1%

前年度比較で宿泊利用が3,157人の減、日帰り利用が772人の減であった。少子
化に伴う児童生徒の減少もあるが、新型コロナウイルス感染の影響が一番大き
かった。施設利用で4月～5月は利用中止、6月～8月は県内のみ日帰り対応、9月
から県内のみ日帰り・１泊２日での対応となった。特に夏場の繁忙期に、通常通り
の利用ができなかったことが大きく影響している。

料　金
収　入

26.1%

利用料収入が前年度比較は全体で8,353千円の減、うち宿泊が7,511千円の減で
あった。新型コロナウイルス感染が一番大きく影響した。セカンドスクール的利用
で、多くの学校が宿泊から日帰り利用に切り替え対応を図ったことから、減収に
なった。

令和３年度
評　価　欄

利用目標設定
の考え方 C

○「利用目標設定の考え方」には、目標設定の参考にした指標（過去の伸び率や前年度数値、類似施設数
値等）を具体的に記載すること。
○「評価欄」には、目標値に対する達成率について次の基準により判定した評価を記載すること。
　Ａ：100％以上　　　　　Ｂ：80％以上100％未満　　　　　Ｃ：80％未満

確  認  者
職  氏  名

設置目的

豊かな自然とのふれあいを通じて行なう体験活動その他の体験の機会を提供し、もって青少年の
心身の健全な発達を図るとともに、県民の生涯学習の振興に資することを目的として設置する。

指定管理業務の内容

○使用の許可、使用の許可の取り消し並びに使用の制限及び停止に関する業務
○施設及び設備の維持管理に関する業務
○体験活動の機会の提供に関する業務ほか

自主事業の実施状況

○白神ガイドの会と提携した自然体験活動
○食づくりや各種工作体験活動
○白神の海と山のわんぱく夏塾、同わんぱく冬塾、親子で体験隊ほか

実績
等の
増減
原因

依然、新型コロナウイルス感染が収束しない厳しい状況にあることを考慮
し、令和元年度実績の約7割程度を目標設定数値とした。(3,677人×70％
＝2,574人≒2,500人)
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（観点Ⅱ）利用者満足度の状況
H30 R1 R2 R2-R1

100.0 99.1 99.5 0.4 

評　価　欄

A

○「評価欄」には、満足度について次の基準により判定した評価を記載すること。
　Ａ：80％以上　　　　　Ｂ：60％以上80％未満　　　　　Ｃ：60％未満

評　　価　　項　　目
指定管理者
１次評価欄

所　管　課
２次評価欄

（観点Ⅲ）管理運営体制の状況 A A
①有資格者を含む職員配置状況は適切か 10 10

●事業計画書等に照らして適切な職員配置になっている。（５点）
●受付担当者が不在にならないなど利用者に迷惑がかからない配置になっている。（５点）

②職員の勤務実績は適切か 10 10

●事業計画書等に照らして適切な勤務実績になっている。（５点）
●各職員が、他の職員の業務状況を把握し手伝えるような工夫をしている。（５点）

③職員の処遇等は適切か 10 10

●職員の処遇が労働法規に反していない。（５点）
●職員に対する何らかの福利厚生事業が行われている。（５点）

④施設・設備は適切に管理されているか 10 10

●事業計画書等の日常保守管理、定期点検、清掃、警備等の計画に照らして適切に管理されてい
る。（５点）
●施設・設備に目に見える損傷、汚れ等がない。（５点）

⑤備品は適切に管理されているか 10 10

●備品台帳に記載されている備品が全て揃っている。（５点）
●備品に目に見える損傷等がない。（５点）

⑥個人情報の保護に対する体制の構築が成されているか 10 10

●「個人情報取扱特記事項」が全て遵守されている。（５点）
●職員に対し個人情報保護に関する理解の向上を図っている。（５点）

⑦安全で安心できる環境を確保しているか 10 10

●事故防止マニュアル等及び緊急時連絡体制を整備している。（５点）
●職員に対し、研修の実施等の事故防止に関する理解の向上を図っている。（５点）

⑧経費節減のための努力を行い、成果を上げているか 10 10

●前年度よりも事務経費を節減する取り組みをしている。（５点）
●実際に経費節減の成果を挙げている。（５点）

⑨計画的な修繕等がなされているか 10 10

●施設・設備の修繕に関する年度計画が存在する。（５点）
●利用者が常に安全に利用できる状態に保たれている。（５点）

⑩健全な経営がなされているか 10 10

●経理書類が適切に作成され、通帳や印鑑などが適切に管理されている。（５点）
●選定時の各財務指標と比較し、特段の経営の悪化が見られない。（５点）

○各評価項目の評価欄には、合致する設問の合計点を記載すること。
○最上段の評価欄には、評価項目ごとの点数の平均値について次の基準により判定した評価を記載する
こと。ただし、０点の評価項目がある場合は、平均値が８点以上であったときでもB判定とすること。
　Ａ：８点以上　　　　　Ｂ：５点以上８点未満　　　　　Ｃ：５点未満

利用者満足度
の状況

利用者アンケー
ト調査結果の活

用例

特段利用者の改善等の要望・意見は無かったが、施設の老朽化もあり、
修繕費用も年々増えていく傾向にあり、利用者が安全・快適に過ごせるよ
う、点検チェックに努めていきたい。
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評　　価　　項　　目
指定管理者
１次評価欄

所　管　課
２次評価欄

（観点Ⅳ）サービス向上に向けた取組の実施状況 A A
①開館日、開館時間等は守られているか 10 10

●仕様書又は事業計画書等に照らして適切な開館状況になっている。（１０点）

②事業計画に掲げられた業務は適正に実施されているか 10 10

●仕様書又は事業計画書等に照らして適正に業務が実施されている。（１０点）

③施設の使用許可、料金減免の手続、説明は適正か 10 10

●料金減免の説明が分かりやすく掲示されている。（５点）
●仕様書又は事業計画書等に照らして適正に使用許可されている。（５点）

④職員の接客マナーは適切か 10 10

●全職員が名札を着用し適切な服装をしている。（５点）
●施設名と対応者名を名乗った電話応対など丁寧な挨拶や対応がなされている。（５点）

⑤利用者が利用しやすい窓口案内を実施しているか 10 10

●電話やＷｅｂサイト等による利用相談がなされている。（５点）
●来客への応対に関する研修がなされている。（５点）

⑥全ての利用者が等しく利用情報を得ることができるよう情報発信を行っているか 10 10

●分かりやすいパンフレットの備え付けや、見学希望への対応などに取り組んでいる。（５点）
●指定管理者名称、指定期間、業務概要等を利用者に周知している。（５点）

⑦潜在的な利用者へ向けた広報を実施しているか 10 10

●広報誌発行、県・市町村広報への登載、Ｗｅｂサイト作成、チラシ配布等の広報を実施している。（１
０点）

⑧満足度調査の結果、課題がある場合に対応策を講じているか 10 10

●満足度調査から課題を抽出して対応策を講じている。（５点）
●満足度調査結果及び課題への対応策を公表している。（５点）

⑨利用者が意見や苦情を述べやすい環境を構築しているか 10 10

●意見・苦情の提出先に関する情報を公表している。（５点）
●意見・苦情の内容を記録し、対応策を実施している。（５点）

⑩意見・苦情等を受けて迅速に対応できる体制を構築しているか 10 10

●苦情の受付・解決方法や担当者等を明確にし職員に周知している。（５点）
●意見・苦情への対応策の実施・公表をしている。（５点）

R2実
績

毎朝の所内会議で接客の心得の確認と、当日のお客様の活動内容や動きを所員皆
で確認、共有して安全性を重視し利用者の満足度UPに努めた。施設の清掃にも十
分取り組むことができた。また、新型コロナウイルス感染拡大防止対策での消毒等
に取り組んだ。

R3計
画

毎日所内打合せを行い、所員で利用者の予定を確認共有する。セカンドスクール的
利用においては、学校及び担当教員と充分な事前打合せを行い、ねらいや目標を
達成出来るよう支援する。

令和３年度取組
計画設定の考

え方

当施設は、隣接のハタハタ館や地元の協力団体、商店等と連携して様々な活動を
提供していることから、連絡漏れや発注ミスが絶対無いよう所員複数で確認する。ま
た、利用者の安全を第一に考え、職員のシフト配置に配慮し、可能な範囲での活動
を提供する。また、新型コロナウイルス感染拡大防止にあたり、情報や状況に注視
し安全を第一に行動し、最善の対策措置を万全に講じていく。

○各評価項目の評価欄には、合致する設問の合計点を記載すること。
○最上段の評価欄には、評価項目ごとの点数の平均値について次の基準により判定した評価を記載する
こと。ただし、０点の評価項目がある場合は、平均値が８点以上であったときでもB判定とすること。
　Ａ：８点以上　　　　　Ｂ：５点以上８点未満　　　　　Ｃ：５点未満
○「取組計画設定の考え方」には、具体的理由（例えば、利用者からどのような要望があったのか等）を記
載すること。また、各施設で実施している利用者から意見を聴取するための取組（例えば、投函箱の設置や
顧客満足度調査等）については全て記載すること。

（
参
考

）

サービ
ス改善
のため
の具体
的取組
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３　総合評価

(講評欄)

(講評欄)

４　（参考）観点Ⅰを除いた総合評価

(講評欄)

(講評欄)

C

C

○総合評価は、「利用目標の達成状況」、「利用者満足度の状況」、「管理運営体制の状況」、「サービス向
上に向けた取組の実施状況」の４つの観点の結果を用い次の基準により記載すること。
　Ａ：「C」判定がなく、２つ以上の観点で「A」判定の場合
　Ｂ：Ａ、Ｃ以外の場合
　Ｃ：各観点のいずれかの評価結果が「C」判定の場合

A

A

○令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの施設で利用者数等が減少したことから、
観点Ⅰ「利用目標の達成状況」を除き(観点Ⅱ～Ⅳ「利用者満足度の状況」、「管理運営体制の状況」、
「サービス向上に向けた取組の実施状況」の３つの観点を用い)次の基準により判定した総合評価も参考と
して掲載する。
　Ａ：「C」判定がなく、２つ以上の観点で「A」判定の場合
　Ｂ：Ａ、Ｃ以外の場合
　Ｃ：各観点のいずれかの評価結果が「C」判定の場合

指定管理者
１次評価欄

新型コロナウイルスの影響で大きく利用者数、利用料金が大幅に減少となった。
しかしながら、セカンドスクール的利用では、多くの学校を宿泊から日帰りに切り
替えて対応し、学校利用全体数で前年度比較4校の減少に留め、概ね活動のね
らい目標は達成できたのではないかと感じている。また県南地区の修学旅行利
用で新規に6校受け入れることができ、今後の利用に期待したい。一般客におい
ても県や町で人口減少が進んでいく中、大きなイベント・行事等が無い限り年々
減少していくことになる。少しでも多くの方々に利用して頂けるよう、HPの充実や
口コミなどで情報発信に努め利用に繋げていきたい。また、町主体でのジオパー
ク関連で、体験活動が増えることを期待しサポートしていきたい。当センターと連
携している、ハタハタ館など関連業者等の経営状況は依然として厳しい状況にあ
り、地域に及ぼす経済波及効果も低迷に陥っている状況であるが、少しでも売上
げに貢献し、地域に密着した施設とし、今後も運営を維持していきたい。

所　管　課
２次評価欄

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月から８月まで県内に在住している方のみの
日帰り利用にしたり、主催事業を縮小開催や中止にしたりするなどしたため、利用人数、
利用料収入が大幅に減少する結果となった。しかし、このような利用受入が難しい状況に
ありながらも、セカンドスクール的利用の学校数は、前年度比-４という状態に留まった。こ
れは、学校や連携施設との詳細な事前打合せにより、利用団体が希望する体験プログラ
ムを提供できるように努力した結果であり、高く評価できる。体験センターの利用料収入
は、宿泊による部分が大きく、今年度も大きな伸びが期待できない状況である。支出の削
減に努めてもらいたい。

(参考)
指定管理者
１次評価欄

利用者満足度でほぼ100％の「満足」の回答を得ている状況であり、苦情もほと
んどなかった。スタッフが一丸となって安全を第一に考え行動し、的確な指示のも
と、大きな事故も無く体験活動ができた。お客様から満足していただけるよう明る
いあいさつ、笑顔、親切な接客態度を心掛け、「おもねなしの心」で対応したこと
が、高い評価に繋がっている。施設の中がきれいだと好評も得ている。十分に行
き届いた清掃、消毒等で施設管理対応に努めている。スタッフの健康に十分配
慮したシフトで対応できた。新型コロナウイルスの影響で、４月～１０月の期間、
主催事業や団体等の事前利用予約がある場合の休日等を除いて、拡大防止対
応及び運営管理費抑制のため、臨時休業日を設けて対応にあたった。

(参考)
所　管　課
２次評価欄

毎日、全職員で「接客の心得」を確認していることで、全員が同じように来客対応すること
ができており、高い満足度に繋がっている。また、施設の環境整備も隅々まで行き届いて
おり、高評価を得ている。セカンドスクール的に利用している学校の先生方からも、事前打
合せや活動内容について、ほぼ100%「とても満足」という結果を得ることができている。備
品管理については、「海の活動」で使用する物の破損が多い。しかし、滞りなくプログラム
を実施できるように、職員が日々修繕に当たっていることは、高く評価できる。今後は、集
客を増やすために、Webページの充実、広報の活用など、情報発信の方法を検討してもら
いたい。
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